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努

私
は
こ

4

し
ば
ら
く
暇
の
あ
る
に
従
ひ
、
世
界
の
主
要
諸
國
の
最
近
段
階
に
於
け
る
一
般
努
働
者
朕
態
に
つ
い
て
研
究
し
て
見
ょ
う

と
思
つ
て
ゐ
る
。
ま
だ
準
備
も
と
4

の
は
ず
、
衣
料
の
苑
集
も
思
ひ
に
ま
か
せ
ぬ
が
、
そ
れ
ら
が
整
備
す
る
に
従
ひ
、
ボ
ッ
！
＼
そ

最
近
に
於
け
る
我
國
努
働
者
朕
態

働

人

言

ロ
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以
下
次
院
）
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こ
の
牧
入
の
大
小
い

即
ち
未
曾
有
の
泄
界
恐
慌
の
波
に
も
ま
れ
つ
4

あ
る
こ
の
段
階
、
し

他
の
謡
先
進
資
本
國
に
見
ざ
る
い
く
た
の
特
質
が
存
在
す
る

働
者
朕
態
も
亦
従
つ
て
各
々
特
異
性
を
有
つ
て
ゐ
る
わ
け
で
あ
る
が
、

て
は
種
々
の
見
解
が
あ
る
で
あ
ら
う
が

資
本
主
義
の
褻
逹
に
伴
ひ
一
般
努
働
者
朕
態
は
果
し
て
向
上
し
得
る
か
、

あ
る
。
他

8
の
完
成
を
期
し
た
い
。

最
近
に
於
け
る
我
國
努
働
者
朕
態

の
研
究
の
一
端
を
結
表
し
て
行
き
た
い
と
思
ふ
。
大
方
諸
氏
の
援
助
と
批
判
を
乞
ふ
次
第
で
あ
る
。
こ
の
論
稿
は
な
ほ
頗
る
未
在
で

ろ
ん
、
絶
酎
的
に
、
そ
れ
自
開
Q

向
上
に
餘
り
に
多
く
の
望
み
を
か
け
る
こ
と
は
で
き
た
い
で
あ
ら
う
、

し
い
と
恩
は
れ
る
。

逹
段
階
を
ふ
ん
で
来
た
國
に
於
て
は
、

に
相
違
な
い
。

さ
し
賞
り
、

し
か
し
乍
ら
各
資
本
國
と
も
に
そ
の
褻
生
・
褻
逹
の
過
程
に
そ
れ
ぞ
れ
の
特
殊
的
事
梢
が
あ
り
、
努

封
象
と
し
よ
う
と
思
ふ
。

こ
の
黙
に
於
て
も
、

こ
の
我
國
に
於
け
る
努
働
者
朕
態
の
疲
逹
の
一
般
に
つ
い
て
は
、

こ
の
獨
占
時
代
に
於
け
る
こ
の
段
階
、

主
義
に
特
有
な
る
諸
事
情
を
併
せ
有
つ
て
ゐ
る
で
あ
ら
う
。

と
の
考
へ
は
正

わ
け
て
も
我
國
の
如
き
特
異
た
る
賽
本
主
義
的
疲

い
ま
こ

4

で
述
べ
る
こ
と
は
出
来
ぬ
。
こ
＼
で
は
、

か
も
特
に
昭
和
六
年
末
の
金
輸
出
再
禁
止
以
後
の
所
謂
イ
ン
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
下
に
於
け
る
労
働
者
朕
態
い
か
ん
を
研
究
の

そ
れ
は
世
界
恐
慌
下
の
各
資
本
國
に
普
遍
的
な
る
何
等
か
を
含
む
と
同
時
に
、
ま
た
我
國
査
本

努
働
者
朕
態
い
か
ん
は
、
結
局
努
働
者
の
牧
入
（
努
貨
）
い
か
ん
に
蹄
著
す
る
わ
け
で
あ
る
が
、

そ
れ
は
利
潤
、
資
本
の
蓄
積
の
増
加
に
相
釘
的
に
改
善
せ
ら
れ
得
ざ
る
は
も
ち

い
か
な
る
意
味
に
て
向
上
し
得
る
か
、
に
就

第
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概
観
に
と
ど
ま
る
か
ら
で
あ
る
。

,
A

ヽ

ぅ
カ

最
近
に
於
け
る
我
國
努
働
者
朕
態

に
深
く
這
入
つ
て
行
く
こ
と
は
で
き
ぬ
。

臨
時
エ
の
問
題
、
努
働
強
度
、
努
働
災
害
の
問
題
が
あ
り
得
る
で
あ
ら
う
。

努
働
者
欣
態
と
い
ふ
限
り
、
そ
れ
に
は
さ
ま
ざ
ま
の
側
而
が
あ
り
得
る
。

入
の
問
題
が
頗
る
軍
要
な
る
意
義
を
持
ち
来
る
所
以
で
あ
る
。

第

六

巻

般
的
購
買
力
の
涵
養
は
無
親
す
る
を
得
た
い
で
あ
ら
う
。

影
密
を
及
ぼ
す
と
い
ふ
こ
と
に
た
る
が
、

か
ん
そ
れ
自
個
が
、

い
ろ
い
ろ
の
意
味
に
て
、
問
題
で
あ
る
こ
と
は
勿
諭
で
あ
る
。
が
そ
れ
は
、
こ
の
問
題
を
別
に
し
て
、

そ
の
國
の
一
般
購
買
力
の
最
も
主
要
た
る
も
の
と
し
て
現
は
れ
る
。

存
せ
し
め
ざ
る
を
得
た
い
國
に
在
り
て
は
、

即
ち
我
國
の
同
内
市
場
は
頗
る
狭
溢
で
あ
る
が
、

こ
の
黙
か
ら
見
て
國
内
の
一

我
國
南
業
の
兼
氣
恢
復
の
問
題
と
闘
聯
し
て
、

最
も
重
要
た
る
も
の
は
努
賃
の
問
題
で
あ
ら

そ
れ
と
闘
聯
し
て
努
働
時
間
の
問
題
、
努
働
人

n
の
問
題
、
熟
練
、
限
純
努
働
者
の
問
題
、

男
エ
、
女
工
の
問
題

以
下
に
於
て
こ
れ
ら
の
詣
問
題
を
分
析
し
て

行
き
た
い
と
思
ふ
。
こ
の
勘
に
つ
い
て
目
新
ら
し
い
材
料
は
別
に
た
い
。
既
に
硯
は
れ
た
る
、

を
か
り
て
、
私
の
目
指
す
方
針
に
従
つ
て
幣
理
し
て
行
く
よ
り
ぽ
か
は
な
い
。

ま
た
こ
し
で
は
そ
の
各
個
の
問
題
の
吟
味

こ
4

に
意
闘
す
る
所
は
イ
ン
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
下
に
於
け
る
我
國
労
働
者
朕
態
の

昭
和
六
年
末
の
金
輪
出
再
紫
止
以
後
の
我
國
産
業
の
壼
展
は
ま
こ
と
に
す
ば
ら
し
き
も
の
が
あ
る
。
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こ
の
努
働
者
牧

工
場
生
産
額
は
昭

乃
至
利
用
さ
れ
た
る
材
料

外
國
貿
易
発
展
の
途
が
少
し
で
も
阻
ま
れ
る
と
直
ぐ
に
國
内
産
業
の
盛
炭
に

我
國
の
如
き
産
業
褻
逹
を
甚
だ
多
く
海
外
貿
易
に
依



だ
、
ゾ
シ
ア
ル
・
ダ
ン
ピ
ン
グ
の
非
難
も
衛
は
れ
な
き
こ
と
で
は
な
い
、

と
主
張
す
る
。

張
の
い
づ
れ
が
i

県
で
あ
る
か
、
ま
た
い
づ
れ
の
見
解
も
十
分
で
な
い
か
否
か
、
を
吟
味
し
て
見
た
い
。

な
っ
て
ゐ
な
い
、
否
む
し
ろ
悪
化
し
て
ゐ
る
、

は
い
っ
た
い
ど
ん
な
も
3
で
あ
る
か
。

以
下
に
於
て
私
は
こ
れ
ら
の
主

努
働
者
を
犠
牲
と
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
の
み
こ
の
梨
氣
が
絞
い
て
ゐ
る
の

こ
の
我
國
産
業
3
め
ざ
ま
し
い
疲
展
は
低
箆
替
、

と
こ
ろ
が
大
で
あ
る
が
、

低
労
賃
、

し
か
し
ま
た
詞
時
に
軍
需
景
氣
に
囚
る
と
こ
ろ
も
多
い
こ
と
は
今
更
い
ふ
ま
で
も
な
い
。

ふ
ま
で
も
た
か
ら
う
。

さ
て
か
＼
る
生
産
性
の
増
大
、
外
國
貿
易
額
3
激
噌
、

右
の
二
つ
の
事
情
に
左
石
せ
ら
れ
て
ゐ
る
こ
と
亦
い

利
潤
率
の
向
上
の
事
貿
の
半
面
に
於
て
、
我
國
努
働
者
の
朕
態

或
ひ
と
は
こ
の
好
娯
氣
の
影
磐
を
受
け
て
努
働
者
肱
態
は
祉
K

良
好
と
な
っ
て
ゐ

る
と
云
ふ
し
｀
他
心
ひ
と
は
そ
の
反
釘
に
、
努
働
者
の
事
梢
は
こ
の
産
業
活
動
の
躍
辿
に
も
拘
は
ら
す
、

決
し
て
よ
く
は

の
表
見
的
な
る
好
娯
氣
の
下
に
於
け
る
努
働
者
似
態
も
、
従
つ
て

で
こ

更
に
産
業
合
理
化
に
も
と
づ
く
外
國
貿
易
の
疲
展
に
負
ふ

出
二
十
四
億
九
千
九
百
萬
闘
、

輸
入
二
十
四
憶
七
千
二
百
萬
闘
の
巨
額
に
増
加
し
て
ゐ
る
。

最
近
に
於
け
る
我
國
努
働
者
吠
態

1110八

和
六
年
の
五
十
一
億
七
千
四
百
萬
闘
か
ら
同
九
年
に
は
九
十
三
億
九
千
萬
闘
に
激
埒
し
た
。

た
の
が
、
昭
和
九
年
の
上
半
期
に
は
15
％
弱
に
昇
つ
て
ゐ
る
u

（
東
洋
経
済
年
鑑
）

（
工
場
統
計
表
）

外
國
貿
易
額
は
同
六
年
輪
出
十
一
憶
四
千
六
百
萬
闘
、
輸
入
十
二
徳
三
千
五
百
萬
趾
で
あ
っ
た
も
の
が
、

同
十
年
に
は
輪

（
一
二
菱
網
慨
研
究
所
）

て
ま
た
平
均
利
潤
李
も
高
ま
つ
て
ゐ
る
。
昭
和
六
年
上
下
半
期
共
に
我
閥
製
造
工
業
會
祉
の
平
均
利
盆
率
5
％
餘
り
だ
っ
従
っ

我
國
内
地
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心
と
し
て
、
こ
れ
に
闊
す
る
労
働
統
計
を
示
し
て
見
よ
う
。

芳
働
者
の
努
賃
事
情
は
い
か
な
る
愛
湿
を
経
過
し
来
つ
て
ゐ
る
か
。

と
の
間
に
は
、

い
つ
も
若
干
の
期
間
が
あ
る
。

継
じ
て
イ
ン
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
時
代
に
は
い
つ
も
（
官
質
）
努
賃
が
下
落
す
る
傾
向
が
あ
る
と
云
つ
て
い

4

で
あ
ら
う
。

二
）
物
債
高
に
追
縦
し
て
騰
貴
し
た
だ
け
努
賃
が
腕
が
る
こ
と
は
殆
ん
ど
稀
で
あ
る
。

伴
ひ
、
芳
賃
が
或
る
一
定
黙
ま
で
に
し
ろ
漸
次
引
き
上
げ
ら
る
L

傾
向
が
あ
る
と
云
つ
て
も
、

い
。
そ
れ
で
イ
ン
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
は
、

シ
ョ
ン
が
お
の
づ
か
ら
努
賃
を
引
き
下
げ
る
効
果
を
有
つ
て
ゐ
る
ゆ
え
に
こ
そ
、

に
イ
ン
フ
レ
政
策
を
捧
ば
し
め
た
と
も
云
は
れ
得
る
で
あ
ら
う
。

さ
て
我
國
が
昭
和
六
年
末
金
輪
出
を
再
び
漿
止
し
、

最
近
に
於
け
る
我
國
努
働
者
朕
態

努

一
般
的
に
云
つ
て
、

賃

第

六

巻
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二

琥

最
近
の
恐
悦
の
封
策
と
し
て
、
各
國
共

努
賃
を
引
き
下
げ
し
め
る
こ
と
＼
な
る
。

こ
の
イ
ン
フ
レ
ー

物
債
高
と
努
賃
引
き
上
げ

（
二
）
た
と
ぴ
物
債
の
騰
貴
に

物
債
が
騰
が
っ
た
か
ら
と
て
直
ぐ
努
賃
が
引
き
上
げ
ら
れ
る
も
の
で
は
な

イ
ン
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
時
代
が
出
現
し
て
以
来
、

い
ま
主
と
し
て
日
本
銀
行
調
査
局
の
努
働
指
数
を
中

――-
0九

い
っ
た
い
我
國
の

I
O
i
――
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日
銀
努
働
人
員
及
努
働
賃
銀
指
数

晟
近

，
於
け
る
我
國
労
働
者
朕
態

（
大
正
十
五
年
基
準
）
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近
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汲
近
に
於
け
る
我
國
努
慟
者
妖
態

（
註

一
）

第

六

巻

定
額
賃
金

（
月
末
）

R
ates
o
f
 W
a
g
e
s
 p
e
r
 D
a
y
 (
e
n
d
 o
f
 m
o
n
th
)
 

貨
牧
賃
金
（
月
中
V
A
c
tu
a
l
E
a
r
n
in
g
s
 p
e
r
 D
a
y
 (
a
v
e
r
a
g
e
 d
urin
g
 th
e
 m
o
n
t
h
)
 

一
、
本
統
計
は
大
怜
四
、
五
十
人
以
上
使
用

の
内
地
民
管
工
楊
に
就
き
調
査
作
製
す
。
尤
も
製
糸
業
の
調
査
範
園
は
大
碍
職
エ
＝
―
―

百
人
以
上
使

111
の
エ
褐
に
限
り
且
つ
之
に
購
す
る
計
数
は
総
指
数
及
び
男
女
別
、
地
方
別
の
各
指
数
の
計
算
よ
り
除
外
す
。

二
、
努
拗
人
員
は
各
エ
楊
の
月
末
に
於
け
る
職
工
穂
数
、
定
額
貨
金
は
各
エ
揚
の
月
末
平
均
定
額
日
給
を
合
計
し
之
を
各
工
場
数

に
て
除
し
た
る
日
給
額
、
貨
牧
賃
金
は
各
エ
揚
の
月
中
支
彿
賃
金
支
彿
高
の
合
計
を
職
工
出
勤
日
数
累
計
の
合
計
に
て
除
し
た

： 
第

二

琥
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（
註
二
）

東

京

商

工

會

議

所

東

京

賃

金

指

敷

（大

正
九
年
七
月

11
-
0
Q
)

平

均

1
0
i＝
-
•
六0

九
六
•

=
-
0

同昭

和

六五

年年 月

I司同同同同同昭

和

四三ニー十十九八七六五

月月年年年年年年年月

岐
近
に
於
け
る
我
閾
努
拗
者
朕
態

八
ニ
・ニ

八
ニ
・
九

八
＝＝
•
六

八
―
―-•
五

（
仝
國
十
―
―
―
都
市
）

商

工

省

賃

銀

統

計

（
大
正
十
年
ル
至
十
二
年
全
一
＝
箇
年
平
均

111
0
0
)

平

均

九
四
•
四

八
五
・
九

{

-
•六

八
二
•
=
＝
-

八
二
•

五

八
三
•

五

第

六

巻

――
――

四

る

H
額
な
I
J
o

一
、
各
指
数
は
大
正
十
五
年
中

の
平
均
を
某
準
と
し
、
苓
慟
人
員
指
数
は
浬
鋲
法
に
搬
り
、
努
働
賃
金
指
薮
は
定
礎
法
に
採
り
作

成

す

。

（

日

本

銀

行

調

査

局
）

右
に
よ

っ
て
見
れ
ば
、
日
銀
努
個
統
計
は
詞
査
範
園
四
千
八
百
餘
エ
塩
、
取
扱
労
例
者
数
男
女
各
々
五
十
萬
人
に
過
ぎ
な
い
。

最
近
激
増
し
つ

A

あ
る
と
云
は
れ
る
小
工
揚
を
含
ん
で
ゐ
な
い
。
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同
七
年
九
五
•
四
八

同
八
年
九
六
•
七

0

同
九
年
九
七
•
四

0

（
註
―
―
-
）
イ
ン
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
以
後
の
我
國
鐵
業
景
氣
に
つ
れ
て
鎮
山
努
働
者
の
朕
態
が
多
少
な
り
と
も
改
花
せ
ら
れ
た
で
あ
ら
う
こ
と

は
誰
し
も
推
測
す
る
所
で
あ
る
が
、
果
し
て
寅
際
は
ど
う
で
あ
ら
う
か
。
そ
の
詳
か
い
分
析
は
兎
も
角
と
し
て
、
こ

4

に
附
り
と

し
て
、
一
般
鏃
山
努
働
者
の
朕
態
に
つ
い
て
若
干
の
統
計
数
字
を
褐
げ
て
置
か
う
。
専
ら
日
本
銀
行
調
査
局
・
鍛
山
努
働
人
目
及

努
働
賃
金
指
薮
と
商
工
省
鎖
山
局
•
本
邦
鎮
業
の
趨
勢
（
昭
和
九
年
度
）
と
に
撒
る
。

最
近
に
於
け
る
我
國
努
働
者
朕
態

第

六

巻
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二
五
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八

年

七

乍

-
·
―
―
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七
一
•
四
四
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八
一
・
―
―
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六

-
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五
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四
九

-
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四
五
一
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四
八
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ニ

八
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ニ

五

（
以
上
、
『
本
邦
鎖
業
の
趨
勢
』
）

右
に
よ
っ
て
見
る
に
、
線
労
働
人
員
数
は
漸
次
培
加
し
末
つ
て
ゐ
る
こ
と
は
、

8
銀
指
数
に
よ
る
も
、
ま
た
本
邦
鍍
業
の
趨
勢

に
よ
る
も
明
ら
か
で
あ
る
。
鎖
業
の
方
面
に
於
て
も
不
況
の
際
可
な
り
被
械
化
が
行
は
れ
た
の
で
、
生
産
額
の
増
加
の
割
合
ほ
ど

に
就
業
努
働
者
は
増
加
し
て
ゐ
な
い
の
で
あ
る
が
、
鎖
業
景
氣
が
こ
の
や
う
に
や

4

長
く
級
い
て
来
る
と
、
主
と
し
て
人
力
に
よ

る
小
規
模
、
小
綽
螢
の
鎖
山
ま
で
旺
ん
に
稼
行
す
る
こ
と
A

な
り
、
努
働
人
員
は
漸
次
増
加
し
て
束
る
こ
と
A

な
る
。

ま
た
女
工
の
増
加
率
は
極
め
て
微
小
に
と
ゞ
ま
つ
て
を
つ
て
、
培
加
し
た
の
は
主
と
し
て
男
工
で
あ
る
こ
と
は
、
鎖
山
に
於
け

最
近
に
於
け
る
我
國
努
働
者
朕
態

i 
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和

金
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夫
貨
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支
彿
高
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夫

平

均

牧

入

九八七

年年年

五
、
八
九
六
千
円

八
、
九
五
一

二
、
七
四
二

九

年

・

I¥ 

年

四
四
、
六
四
八

五
二
、
ニ
ニ
―

第

六

巻

ロ

（
『
本
邦
鎮
業
の
趨
勢
』
各
年
六
月
現
在
）

P

二

七

五四
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牧
賃
銀
と
に
分
け
て
ゐ
る
。
そ
の
内
容
い
か
ん
は
前
の
註
に
あ
る
通
り
。

さ
て
榮
働
賃
銀
の
う
ち
最
も
手
近
か
た
指
標
は
名
目
賃
銀
で
あ
る
●

最
近
に
於
け
る
我
國
努
働
者
朕
態

る
女
子
、
幼
少
年
努
働
者
の
夜
間
及
び
坑
内
努
働
禁
止
に
因
る
こ
と
も
多
い
で
あ
ら
う
。

次
に
鎖
山
努
働
者
の
線
努
賃
額
は
、
就
業
努
働
者
の
噌
加
の
た
め
、
激
噌
し
て
ゐ
る
が
、
そ
し
て
そ
れ
だ
け
我
國
総
賭
買
力
を

増
加
し
た
こ
と
に
な
る
が
、
男
鐵
夫
一
人
賞
り
努
賃
は
決
し
て
芳
し
い
も
の
で
は
な
い
。
若
干
増
加
し
た
と
こ
ろ
も
あ
る
が
、
却

つ
て
減
少
し
た
と

；
ろ
も
あ
る
。
更
に
こ
れ
は
各
目
努
賃
に
就
て
云
へ
る
こ
と
で
あ
る
が
、
そ
れ
を
寅
質
努
賃
に
換
算
し
た
な
ら

ば
、
生
計
費
の
漸
次
昇
り
つ

4

あ
る
傾
向
に
顧
み
て
、
一
人
常
り
努
賃
は
却
つ
て
ず
つ
と
減
少
し
た
こ
と
に
な
ら
う
。
鍍
山
穀
氣

に
も
拘
は
ら
ず
、
こ
の
一
貼
は
他
の
一
般
産
業
に
於
け
る
と
雙
る
と
こ
ろ
は
な
い
。

（
註
四
）
こ

4

に
我
國
が
イ
ン
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
時
代
に
這
入
っ
た
前
後
の
我
國
産
業
の
動
向
に
つ
い
て
若
干
註
を
入
れ
て
置
か
う
。

昭
和
四
年
末
か
ら
同
六
年
末
ま
で
の
ニ
ケ
年
間
は
我
國
の
産
業
は
不
況
の
ド
ン
底
に
陥
っ
た
時
期
で
あ
っ
た
CJ

一
九
二
九
年
（
昭

和
四
年
）
の
十
月
末
に
ニ
ュ
ョ
ー
ク
の
取
引
所
恐
慌
が
勃
疲
し
、
そ
れ
以
後
各
國
共
に
世
界
恐
慌
の
波
に
さ
ら
は
れ
た
の
で
あ
っ

た
が
、
我
國
も
そ
の
例
に
も
れ
ず
、
産
業
界
は
萎
微
、
不
振
を
極
め
、
事
業
の
縮
少
、
産
業
の
合
理
化
が
旺
ん
に
行
は
れ
た
、
の

で
あ
リ
、
い
は
ゞ
整
理
期
に
局
し
た
。
従
つ
て
努
働
市
場
、
努
賃
率
の
良
か
ら
う
筈
は
な
い
。

次
に
昭
和
六
年
末
の
金
輸
出
再
禁
止
が
来
た
が
、
そ
れ
以
後
我
國
産
業
は
、
兎
も
角
も
、
再
び
活
氣
を
恢
復
し
、
輸
出
症
業
、

軍
需
工
業
の
雨
方
面
に
跛
行
的
に
も
せ
ょ
棄
氣
が
見
ら
れ
る
こ
と
A

な
っ
た
。
し
か
し
か
A

る
景
氣
が
出
る
ま
で
に
は
若
干
の
時

期
を
待
っ
必
要
が
あ
っ
た
の
で
、
七
年
を
網
過
し
、
八
年
に
至
っ
て
初
め
て
イ
ン
フ
レ
景
氣
が
現
は
れ
始
め
た

)
苓
働
人
員
の
噌

加
も
こ
の
頃
か
ら
ボ
ッ
ボ
ッ
見
ら
れ
る
こ
と
4

な
っ
た
。

右
の
諸
表
に
於
て
は
、
努
働
事
情
に
闘
す
る
い
く
た
の
統
計
が
示
さ
れ
て
ゐ
る
が
、

傾
向
に
つ
い
て
Q

み
吟
味
す
る
。

こ
＼
で
は
さ
し
賞
り
努
働
賃
銀
の

H
銀
統
計
で
は
こ
の
名
目
賃
銀
を
定
額
賃
銀
と
質

第

六

巻

―――了八

第

二

猿



そ
こ
で
先
づ
定
額
賃
銀
で
あ
る
が
、
昭
和
六
年
以
後
、
男
、
女
エ
と
も
に
、

再
禁
止
さ
れ
た
昭
和
六
年
に
は
九
ー
・
三

（
総
指
数
）
だ
っ
た
も
の
が
、

一
と
漸
落
を
示
し
、
阿
十
年
に
は
八

0
・
九
ま
で
落
ち
た
が
、

銀
の
漸
次
的
下
落
は
、
既
就
業
努
働
者
の
そ
れ
の
下
落
と
云
ふ
よ
り
は
、

で
な
る
だ
け
箪
純
努
拗
者
に
適
應
す
る
や
う
造
作
し
髪
へ
る
。

か
4
る
こ
と
が
一
個
労
励
者
裳
り
平
均
定
額
榮
賃
を
低
下
せ
し
め
て
ゐ
る
こ
と
は
大
き
い
で
あ
ら
う
。

機
械
工
作
工
場
、

造
船
工
場
等
に
於
て
、

云
ふ
こ
と
が
で
き
る
。

努
賃
の
一
黙
ば
り
で
今
ま
で
や
つ
て
来
た
の
で
あ
る
が
、

兎
も
角
定
額
努
賃
が
、

第

六

巻

第

二

琥

下
が
る
一
方
で
あ
る
。
即
ち
共
年
末
に
金

こ
の
邊
り
で
持
合
朕
態
を
つ
ゞ
け
て
ゐ
る
。

ね
ば
な
ら
ぬ
。
即
ち
こ
の
際
に
は
な
る
だ
け
熟
練
努
働
者
を
省
い
て
箪
純
努
働
者
を
以
て
す
る
。
作
業
場
、

ま
た
従
つ
て
本
工
で
な
し
に
臨
時
工
を
多
く
雇
傭
す
る
。

熟
練
工
の
供
給
は
決
し
て
澗
澤
で
は
た
い

落
つ
い
て
ゐ
る
こ
と
は
注
目
す
る
に
足
る
で
あ
ら
う
。
低

そ
れ
に
は
一
定
の
限
度
が
あ
る
に
相
逮
た
い
。
最
近
に
至
っ
て

こ
の
産
業
の
好
景
氣
に
拘
は
ら
す
低
下
の
一
途
を
辿
つ
て
来
た
と
云
ふ
こ
と
は
、

最
近
に
於
け
る
我
國
努
働
者
朕
態

や
4
そ
の
限
界
黙
に
逹
し
て
ゐ
る
と
云
へ
な
い
で
あ
ら
う
か
。

が
た
ゞ
昭
和
十
年
五
月
頃
か
ら
定
額
賃
銀
が
餘
り
愛
り
た
く
、

一
般
箪
純
努
働
者
の
供
給
の
餘
地
は
ま
だ
い
く
ら
で
も
あ
る
。

熟
練
工
の
需
要
が
可
た
り
多
く

三
一
九

； 
こ
の
定
額
賃

工
作
機
械
ま

如
何
に
こ
の

景
氣
が
髪
態
的
景
氣
で
あ
る
か
を
語
っ
て
ゐ
る
。
我
固
産
業
の
褻
展
が
主
と
し
て
低
努
賃
に
も
と
づ
く
と
し
て
非
難
さ
れ

箪
純
努
働
者
の
豫
備
軍
は
ま
だ
／
＼
豊
富
で
あ
る
と

勿
論
人
絹
工
場
、

新
規
従
業
者
の
珀
加
に
も
と
づ
く
こ
と
を
知
ら

同
七
年
に
は
八
八
・
一
、
同
八
年
に
は
八
五



が
兎
も
角
イ
ン
フ
レ
以
後
、
定
額
努
賃
の
漸
減
的
傾
向
に
も
拘
は
ら
す
、
賓
牧
努
賃
が
、
た
と
ひ
甚
だ
徴
少
な
り
と
は

る。 前
年
よ
り
は
少
し
ば
か
り
低
下
し
て
ゐ
る
。

平
均
の
賓
牧
賃
銀
の
綿
指
数
は
八
八
・
一
で
あ
っ
た
の
が

最
近
に
於
け
る
我
國
努
働
者
状
態

る
の
も
一
應
尤
も
の
次
第
で
あ
る
。

次
に
賓
牧
賃
銀
で
あ
る
が
、

で
そ
れ
が
、
決
し

し
か
し
同
十
年
の
平
均
は
九
一
・
一
で

な
ほ
こ
4

で
は
賓
質
努
賃
、
努
働
強
度
、
努
働
時
間
の
こ
と
が
オ
ミ
ッ
ト
さ
れ
て
ゐ

る
。
こ
れ
ら
の
こ
と
を
考
慮
に
容
れ
4
ば
、
右
の
こ
と
は
更
に
倍
加
さ
れ
る
こ
と
4
な
る
。

こ
れ
は
金
再
禁
止
以
後
微
膝
し
て
ゐ
る
。

即
ち
景
氣
の
ど
ん
底
と
も
云
ふ
べ
き
昭
和
七
年

漸
次
好
調
を
呈
し
て
、
同
九
年
平
均
で
は
九
一
・
ニ
と
な
り

同
十
年
三
月
に
は
九
―
―
-
•
四
、
同
年
十
二
月
に
は
九
四
・
三
と
ま
で
昇
っ
た
が
、

最
近
に
至
っ
て
賓
牧
賃
銀
の
上
昇
的
傾
向
も
一
段
落
を
告
げ
た
や
う
で
あ

云
へ
、
漸
腑
の
途
を
辿
つ
て
来
た
こ
と
は
注
目
に
値
す
る
。

こ
の
こ
と
は
、
云
ふ
迄
も
た
く
、

り
、
定
額
努
賃
は
据
置
き
の
ま
＼
乃
至
若
干
の
減
額
の
下
に
於
て
、
努
働
者
が
休
日
出
勤
、

夜
業
、
個
数
彿
榮
賃
支
彿
方
法
に
よ
る
努
働
強
制
等
々
に
よ
る
努
働
強
化
に
も
と
づ
く
も
の
で
あ
る
。

て
ほ
ん
と
の
意
味
で
の
努
働
賃
銀
の
上
昇
を
意
味
し
な
い
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。

か
＼
る
早
出
、
居
残
り
等
々
云
は
ゞ
努
働
時
間
の
廷
長
に
因
る
賓
牧
榮
賃
の
上
昇
に
伴
ふ
さ
ま
ざ
ま
の
諸
弊
害
は
別
の

問
題
と
し
て
、
そ
れ
に
は
或
る
一
定
の
限
度
が
あ
る
筈
で
あ
る
。

こ
の
イ
ン
フ
レ
景
氣
に
よ

早
出
｀
居
残
り
（
残
業
）

或
る
一
定
黙
ま
で
は
上
昇
す
る
可
能
が
あ
る
で
あ
ら
う

が
、
そ
の
幽
に
逹
す
れ
ば
か
ヽ
る
意
味
で
の
賓
牧
努
賃
の
上
昇
は
お
の
づ
か
ら
止
ま
る
べ
き
で
あ
る
。

そ
こ
に
は
生
理
的

第
六
巻
‘
-
＝
三

0

第

二

戴
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最
近
に
於
け
る
我
國
努
働
者
朕
態

部
門
に
在
り
て
は
、
熟
練
職
工
供
給
の
不
足
も
あ
っ
て

第

六

巻

第

二

撃

ー
一
五

即
ち
箪
純

努
働
者
の
賓
牧
努
賃
の
増
加
は
可
能
で
あ
る
で
あ
ら
う
が
、
紡

賃
は
む
し
ろ
反
封
に
、

一
般
的
に
、
漸
落
の
傾
向
を
辿
つ
て
ゐ
る
。

い
っ
た
い
こ
の
事
賓
は
何
を
意
味
す
る
か
。
こ
れ
に

最
近

ま
た
他
面

ら
う
。

道
徳
的
限
界
が
あ
る
べ
き
筈
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
（
後
出
）
こ
の
一
定
黙
に
逹
す
る
と
、

者
を
屈
傭
す
る
こ
と
に
た
る
に
至
る
で
あ
ら
う
。
そ
れ
で

景
氣
上
昇
は
典
へ
ら
れ
た
る
も
の
と
し
て
、

右
の
日
銀
努
働
統
計
に
よ
れ
ば
、

た
と
ぴ
景
氣
の
上
昇
は
存
績

す
る
と
し
て
も
、
企
業
者
は
同
一
努
働
者
に
封
し
従
前
よ
り
は
よ
り
ご
盾
の
努
働
を
強
制
す
る
よ
り
は
、

寧
ろ
新
規
榮
働

（
一
）
従
業
努
働
者
の
増
加
と
一
個
努
働
者
の
賓
牧
努
賃
の
上

騰
と
が
併
行
し
て
進
行
す
る
こ
と
は
、
景
氣
上
昇
の
初
端
に
見
受
け
ら
る
し
所
で
あ
る
と
云
は
ね
ば
た
る
ま
い
。

昭
和
十
年
一
1

一
月
以
降
今
迄
微
聡
を
績
け
て
ゐ
た
賓
牧
努
賃
が
漸
や
く
漸
落
の
傾
向
を

示
し
て
ゐ
る
。
こ
の
こ
と
は
前
に
述
べ
た
宵
牧
榮
賃
の
限
界
黙
に
や
＼
到
逹
し
た
こ
と
を
現
は
す
と
同
時
に
、

従
来
、
王
と
し
て
賓
牧
榮
賃
の
漸
勝
を
見
せ
て
ゐ
た
菫
工
業
部
門
に
於
け
る
甫
業
活
動
の
倅
滞
を
物
語
る
と
と
も
に
、

に
於
け
る
海
外
貿
易
の
仲
張
の
頓
坐
を
示
す
も
の
で
あ
ら
う
。

最
後
に
右
表
の
示
す
如
く
、
線
賓
牧
労
賃
の
漸
腕
は
主
と
し
て
男
工
の
そ
れ
に
因
る
も
の
で
あ
っ
て
、

封
す
る
答
解
は
さ
し
て
難
く
は
な
い
。

女
工
の
賓
牧
努

男
エ
、
そ
し
て
熟
練
職
工
を
屈
傭
す
る
こ
と
多
き
菫
工
業
部
門
、
即
ち
軍
需
工
業

績
、
紡
織
そ
の
他
の
工
業
に
し
て
、
特
に
同
一
努
働
者
に
時
間
外
労
働
を
強
制
す
る
必
要
な
き
虚
に
於
て
は
、

-＝ニー

賓
牧
努
賃
の
停
滞
は
止
む
を
得
す
就
業
努
働
人
口
の
増
加
に
移
向
す
る
で
あ

（二）



こ
の
う
ち
労
働
者
の
生
計
費
指
数
が
一
番
い

L
わ
け
で

あ
る
が
、

こ
の
研
究
は
我
國
で
は
ま
だ
満
足
す
べ
き
結
果
を
畢

努
働
—

ー
女
子
努
拗
に
て
こ
と
足
る
虚
に
於
て
は

、

賓
牧
榮
賃
の
増
加
は
あ
り
や
う
も
な
い
。
官
牧
努
賃
も
定
額
努
賃
の

下
落
に
應
じ
て
下
落
し
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。

な
ほ
賓
牧
賃
銀
、
定
額
貨
銀
の
膀
落
は
産
業
の
穂
別
に
よ
り
お
の
づ
か
ら
異
な
る
。

ろ
の
産
業
と
さ
う
で
な
い
産
業

と
の
間
に
、
更
に
ま
た
産
業
活
動
の
旺
ん
た
産
業
の
う
ち
に
於
て
も
、

し
て
軍
工
業
）

と
輸
出
工
業
（
主
と
し
て
軽
工
業
）

と
3
間
に
、

問
題
は
努
慟
ヘ
ロ
の
問
題
と
も
密
接
に
闘
係
し
、
ま
た
勿
論
賓
質
努
賃
の
問
題
の
場
合
に
も
問
題
と
た
り
得
る
。

こ
れ
を
省
い
て
他
の
機
會
に
誤
る
こ
と
4
す
る
。

右
に
吟
味
し
た
る
と
こ
ろ
は
名
目
努
賃

(
n
o
m
in
a
l
w
a
g
e
)

即
ち
貨
幣
労
貨
に
つ
い
て
ゞ
あ
っ
た
が
、
し
か
し
貨
幣
榮

貨
は
貨
幣
の
購
買
力
に
よ
つ
て
つ
ね
に
左
右
せ
ら
る
＼
。
こ
の
イ
ン
フ
レ

ー
シ
ョ
ン
の
時
代
に
於
て
は
、

の
高
下
に
よ
っ

て
の
み
努
働
者
の
朕
態
い
か
ん
を
見
よ
う
と
す
る
こ
と
は
危
陰
千
萬
で
あ
る
。

（
卸
賓
物
債
、
小
賣
物
債
、
生
計
費
）
で
除
し
た
る
と
こ
ろ
の
質
質
努
賃

(
r
e
al
w
a
g
e
)
 
S
か
ん
が

lE
に
問
題
で
た
け
れ

ば
な
ら
ぬ
。
よ
っ

て
い

ま
右
の
名
目
努
賃
を
賓
質
労
賃
に
直
ほ
し
て
見
よ
う
。

そ
れ
で
名
目
努
賃
を
物
債

上
昇
の
i

途
を
辿
る
ば
か
り
で
あ
り
、
貨
幣
の
購
買
力
は
、
そ
れ
に
伴
れ
、
減
少
す
る
ば
か
り
で
あ
る
か
ら
、
名
目
努
賃

最
近
に
於
け
る
我
國
努
働
者
朕
態

第

六

巻

： 

い
ま
は

だ
が
こ
の

好
景
氣
の
波
に
乗
っ
て
ゐ
る
と
こ

軍
需
工
業
（
主
と

さ
ま
ざ
ま
の
差
異
が
あ
り
得
る
で
あ
ら
う
。

物
債
は
総
じ
て

第

二

就

―
一
六



金輸出再禁止以後の全國賓質賃銀指敷

最
近
に
於
け
る
我
國
苓
罰
者
快
態

第

六

巻

げ
る
に
至
っ
て
ゐ
な
い
が
、
大
阪
朝
日
新
聞
社
の
調
査
に
か
＼
る
生
計
費
指
数
は
そ
の
う
ち
最
も
信
頼
す
る
に
足
る
唯
一

の
も
の
で
あ
る
、

る
研
究
を
左
に
借
る
こ
と
＼
す
る
。

（
註
）
大
阪
朝

8
新
聞
社
調
査
の
昭
和
十
年
度
の
賃
銀
統
許
を
左
に
紹
介
し
て
置
く
。
名
目
賃
銀
で
は
前
年
度
よ
り
若
干
騰
貴
を
見
せ

て
ゐ
る
が
、
寅
質
努
賃
は
生
計
費
渚
数
の
騰
貴
に
よ
っ
て
前
年
よ
り
却
つ
て
低
下
し
た
。

： 
第

二

琥

――七

年 月 IEl銀銀A指宜牧敬に指出薮指心 1寅質D賃A 
賃 藪銀指数百

昭和6年10 100.0 | 100.0 100.0 100.C 
11 100.1 98.9 99.3 101.2 
12 100.8 100.3 93.5 100.5 
7年 1 99.1 102.7 98.2 96.5 
2 101.1 103.7 98.3 97.5 
3 102.0 103.5 99.0 98.6 
4 98.6 102.7 lC0.4 96.0 
5 98.4 102.2 100.5 96.：： 
6 93.7. 100..9 9 100.4 97.3 
7 97.5 100 100.4 96.6 
8 97..8 4 100.9 100.6 96.5 ， 97 102.0 101.7 95.9 
10 100.4 101.1 102.1 99.3 
11 100.3 102.0 102.9 98.3 
12 140.2 105.4 103.7 98.9 
8年 1 101.1 106.8 104.3 94.7 
2 102.9 105.. 3 105.7 97.7 
3 103.6 104.7 107.1 93.9 
4 100.l 104.5 1092 95.8 
5 

嵩ii
104.3 109.8 95.5 

6 104.3 109.9 95.9 
7 98 104.2 110.5 94.8 
8 98 104.2 110.9 94.4 ， 100 104.S I 12.5 95.9 
10 lC0.9 105.l 113.6 96.0 
11 101.2 106.2 114.8 85.3 
12 103.S 105.4 115.6 98.2 
9年 1 99.3 105.l 116. l 94.5 
2 lCS.l 106.0 116.8 99.2 
3 10今3 106.7 118.3 99.t 
4 102.6 107.3 121.9 95.6 
5 102.6 107.9 122.6 95.l 
6 102.4 107.5 122.8 95.3 
7 101.3 108.5 123.4 93.4 
8 10[.5 109.8 124.t 92.4 ， 10l.8 110.0 126.0 92.5 
10 103.l 112.3 126.8 91.8 
11 104.5 112.3 127.9 93.1 
12 107.5 111.7 128.7 96.2 

10年 1 102.9 111.l 129.l 92.6 
2 104.4 111.1 130.1 93.E 
3 105.7 111.5 

113351..4 7 
94.c 

4 102.0 111.7 91.3 
5 101.5 111.7 136.4 90.9 
6 101.5 1 1 1.4 136.l 91.1 
7 101.3 112.5 136.0 90.0 

い
ま
こ
の
調
杏
を
利
用
せ
ら
れ
た
る
井
口
東
輔
氏
の
『
社
會
政
策
時
報
』

一
八
四
琥
に
寝
表
せ
ら
れ
た

B銀賞牧賃銀指数（全國）並に朝H新聞社生計費

指数より作成、共に昭和 6年10月＝100に換算



る
こ
と
が
で
き
る
。

こ
の
所
謂
好
最
氣
の
下
に
於
て 貨

幣

賃

銀

賞

質

賃

銀

二
五
六
、

0

一
四
―
―
一
、
七

二
五
六
、
四

―

―

―

二

六

一

、

三

一

四

六

、

一

四

二

六

一

、

0

一
四
五
、
八

五

二

五

九

、

三

一

四

四

、

九

六

二

五

六

、

ニ

―

四

―

―

-

、

四

七

二

五

五

、

六

一

四

一

、

七

八

二

四

―

―

-

、

三

―

―

―

一

九

、

六

九

二

五

六

、

八

―

―

―

―

九

、

九
二

五

七

、

ニ

―

四

0
、
0

二
五
九
、
五

十

二

月

二

六

二

、

六

一

四

四

、

三

朝

8
子
の
説
明
に
日
く
、
『
十
年
中
の
概
況
は
上
牛
期
中
は
大
憫
軟
調
を
辿
つ
て
八
月
に
底
を
突
い
て
復
興
歩
調
に
韓
じ
、
結
局

十
二
月
の
指
数
は
前
年
同
期
比
較
―
―
―
厘
の
低
下
と
な
っ
た
が
、
十
年
中
の
平
均
は
二
五
八
．

0
と
九
年
平
均
二
五
五
•
九
に
比
較
し

て
八
厘
の
騰
貴
を
示
し
た
、
こ
の
努
働
賃
銀
水
準
上
昇
の
原
因
は
繊
維
工
業
、
櫛
械
工
業
、
化
學
工
業
の
活
動
を
某
調
と
す
る
も

の
で
あ
る
が
、
其
の
他
産
業
部
門
の
情
勢
も
好
調
を
維
持
し
た
た
め
で
あ
る
、
賓
質
賃
銀
指
数
は
生
計
費
指
数
の
脇
貴
に
某
づ
き

名
目
賃
銀
に
追
従
す
る
．
と
能
は
す
平
平
均
一
四
ニ
・
九
と
前
年
度
平
均
一
四
七

・
O
に
比
較
し
て
二
分
八
厘
を
低
下
し
、
物
債
騰

貴
の
努
働
階
級
厭
追
愉
勢
を
示
し
て
ゐ
る
。
』

右
の
吟
味
に
よ
つ
て
こ
の
イ
ン
フ
レ
景
氣
の
下
に
於
て
、

月 月 月 月 月月 月 月 月月 月

最
近
に
於
け
る
我
國
努
働
者
朕
態

努
働
者
の
名
目
努
賃
さ
へ
下
落
し
績
け
て
来
た
の
で
あ
る
が
、
そ

努
働
者
の
労
賃
は
却
つ
て
低
落
し
て
ゐ
る
こ
と
を
吾
々
は
知

第

六

巻

―
二
四

第

二

猿

. 

. 
I、



の
賓
牧
努
賃
の
や
＼
上
向
せ
る
場
合
と
雖
も
賓
質
榮
賃
は
右
の
如
く
下
向
の
傾
向
を
辿
る
ば
か
り
で
あ
る
。

で
あ
る
と
し
て
非
難
さ
る
し
の
も
か
4

る
事
情
に
因
る
の
で
あ
る
。
最
近
の
我
國
貿
易
の
褻
展
は
、

づ
く
技
術
の
改
善
、

い
。
吾
々
は
卒
直
に
こ
の
事
賞
を
認
め
ね
ば
な
ら
ぬ
。
生
産
費
の
原
憤
計
算
に
於
て
努
賃
部
分
は
イ
ン
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
以

後
甚
だ
し
く
減
少
し
て
ゐ
る
。
（
註
）

な
ほ
右
の

H
銀
統
計
に
在
り
て
は
、
大
個
四
、

り
、
我
國
貿
易
品
の
大
部
分
は
か
4

る
中
小
工
業
の
生
産
に
か
4
る
も
の
で
あ
る
。

ぬ
。
こ
の
イ
ン
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
る
表
見
的
な
る
好
景
氣
の
背
後
に
は
太
衆
努
働
者
の
低
榮
賃
が
横
は
つ
て
ゐ
る
こ
と

を
吾
々
は
看
逃
し
て
は
な
ら
ぬ
で
あ
ら
う
。

G
吐
）
最
近
年
に
於
け
る
原
債
構
成
に
於
け
る
苓
賃
部
分
の
割
合
が
低
減
し
て
ゐ
る
こ
と
は
次
の
統
計
か
ら
し
て
も
明
ら
か
で
あ
る
。

不
況
の
ド
ン
底
の
昭
和
六
年
に
一
四
•
九
だ
っ
た
も
の
が
、
好
景
氣
の
同
九
年
に
は
一
―
•
六
へ
と
下
が
つ
て
ゐ
る
。

最
近
に
於
け
ム
丑我
國
努
働
者
朕
態

が
向
つ
て
来
た
が
、
そ
れ
は
右
の
事
賓
を
認
識
せ
る
も
の
に
外
な
ら
な
い
。

型
的
な
る
低
努
賃
を
見
る
の
で
あ
る
か
ら

ら
、
そ
れ
以
下
の
工
場
は
全
部
省
か
れ
て
ゐ
る
。

第

六

巻

第

二

就

ー
一
九

而
し
て
か
4
る
工
場
に
於
て
最
も
典

し
か
る
に
か
4

る
中
小
工
場
こ
そ
我
國
産
業
の
中
栖
を
成
す
も
の
で
あ

五
十
人
以
上
使
用
の
工
場
の
み
が
封
象
と
せ
ら
れ
て
ゐ
る
の
で
あ
る
か

褻
逹
、
低
為
替
に
因
る
こ
と
は
勿
論
で
あ
る
が
、

最
近
の
褻
逹
が
主
と
し
て
低
努
賃
に
本
づ
く
も
の
で
あ
る
と
な
し

産
業
合
理
化
に
も
と

我
國
産
業
の

我
國
外
國
貿
易
の
躍
進
が
ゾ
シ
ア
ル
・
ダ
ン
ピ
ン
グ

更
に
右
の
如
き
低
努
賃
に
負
ふ
こ
と
も
頗
る
多

我
國
低
努
賃
の
朕
態
は
右
の
統
計
よ
り
よ
り
甚
だ
し
い
と
云
は
ね
ば
な
ら

最
近
國
民
生
活
の
安
定
の
言
葉
に
よ
つ
て
、
そ
れ
が
改
蒋
策
に
世
人
の
閥
心

-1-――五



同同同同同昭

利

九八七六五四

年午年年年年

最
近
に
於
け
る
我
國
努
働
者
状
態

こ
4 後

そ
れ
で

そ
れ
だ

賓
質
努
賃
の
問
題
と
隅
聯
す
る
。
例
へ
ば
一
定
努
働
時
間
内
に
従
前

努

賃

支

彿

聰

額

原

債

合

計

努

賃

割

合

七
五
四
、
一
＝
九
九
五
、
六
―
―
―
―
-
l、
―
1
0四
ご
―
-
•
四
％

六
四
八
‘
-
=
―
二
八
四
、
三
九
五
、
一
九
四
一
四
•
八

五
五
五
、
九
八
八
―
―
-
、
七
ニ
―
‘
-
＝
＝
―
―
四
・
九

五
六
六
、
九0
九
四
、
ご
一
て
き
―
―
―
―
-
=
-
]
•
七

六
四
二
、
八
―
―
―
―
五
、
五
―
一
、
八
九
九
―
-
•
七

七

七

＝

二

、

八

―

一

△

六

、

六

六

三

、

八

八

四

―

-

、

六

0
エ
楊
統
計
表
—
〔
△
推
箱
〕
ょl
J
I
I

ー
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
ニ
四
ノ
一
八
作
製
）

な
ほ
右
の
賓
質
努
賃
い
か
ん
の
問
題
は
た
ゞ
表
見
的
な
る
努
賃
額
い
か
ん
を
そ
の
主
題
と
し
て
ゐ
る
。
努
働
強
度
の
問

題
、
努
働
時
間
の
問
題
も
、
深
く
掘
り
下
げ
れ
ば
、

よ
り
は
よ

b
以
上
の
芳
働
強
化
が
行
は
る
れ
ば
、
そ
れ
だ
け
芳
働
の
支
出
の
増
加
を
意
味
す
る
の
で
あ
る
か
ら
、

け
努
賃
額
が
増
加
さ
れ
る
の
は
営
然
で
あ
る
に
拘
は
ら
中
、
事
賓
そ
の
こ
と
が
な
い
と
す
る
な
ら
ば
、

程
そ
れ
ら
の
問
題
に
獨
れ
る
つ
も
り
で
あ
る
。

と
の
場
合
努
賃
は

そ
れ
だ
け
切
り
下
げ
ら
れ
た
こ
と
に
な
る
。
努
働
時
間
の
場
合
に
も
同
じ
ゃ
う
な
こ
と
が
起
り
得
る
で
あ
ら
う
。

こ
れ
ら
の
諸
問
題
を
も
と
り
容
れ
し
ば
、
恐
ら
く
賓
賀
努
賃
の
低
下
は
も
っ
と
ひ
ど
い
の
で
は
な
い
か
と
思
は
れ
る
。

さ
て
か
4

る
低
努
賃
が
何
故
我
國
に
於
て
可
能
で
あ
る
か
、
そ
の
原
因
如
何
は
甚
だ
興
味
深
き
問
題
で
あ
る
が
、

原

債

槻

成

に

於

け

る

努

賃

第

六

巻

，二六

第

二

輩

――

1
0
 



ら
ぬ
が
、

最
近
に
於
け
る
我
國
労
働
者
朕
態

第

六

巻

三

理
解
す
べ
き
で
あ
っ
て
、

一
、
尽
賃
の
愛
動
は
つ
ね
に
産
業
の
活
況
、
不
崇
氣
の
動
向
に
遅
れ
る
。

い
つ
か
は
廂
業
の
動
向
に
追
従
す
る
で
あ
ら
う
。
か
う
云
ふ
見
解
は
、

止
以
後
四
ケ
年
餘
を
経
て
ゐ
る
今

H
問
題
と
な
り
得
な
い
こ
と
は
云
ふ
ま
で
も
な
か
ら
う
。

＿
一
、
右
の
統
計
に
於
て
は
、
輩
純
努
働
者
、
女
子
努
働
者
、

均
努
賃
率
か
下
が
つ
て
ゐ
る
の
で
、
従
来
か
ら
の
努
働
者
の
努
賃
は
決
し
て
、

が
下
落
し
た
こ
と
に
は
菱
り
が
な
い
。

で
あ
ら
う
。

こ
の
景
氣
の
下
に
於
て
下
落
し
て
ゐ
た
い

こ
し
で
は
努
働
者
一
人
賞
り
の
努
賃
が
問
題
と
な
る
の
だ
。

三
、
結
局
我
國
低
努
賃
は
（
一
）
我
國
の
自
然
的
人
口
の
増
加
率
の
異
常
に
高
い
こ
と
に
も
因
る
こ
と
を
認
め
ね
ば
た

（
二
）
社
會
的
に
は
我
國
に
は
お
び
た
ゞ
し
い
努
働
豫
備
軍
が
存
在
し
て
ゐ
る
こ
と
に
、

因
を
求
め
ね
ば
な
ら
ぬ
で
あ
ら
う
。

策

二

競
頻
現
的
な

そ
の
根
源
的
た
る
原

具
開
的
に
は
そ
れ
は
我
國
特
有
の
農
業
制
度
に
本
づ
く
描
村
の
過
制
人
口
、

極
端
た
る
低
債
努
働
力
で
あ
る
。
家
族
制
度
の
疫
存
、
失
業
救
溝
制
度
の
全
然
訣
け
て
ゐ
る
非
國
に
於
て
は
、

し
か
も

箪
純
努
働
者
の
豫
備
軍
が
い
く
ら
で
も
存
在
し
て
ゐ
る
こ
と
は
、
既
就
業
榮
働
者
の
努
貨
率
を
お
び
や
か
す
こ
と
も
多
い

更
に
か
4

る
い
は
ゞ

と
云
ふ
ひ
と
が
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
さ
う
で
あ
る
に
違
び
な
い
。
し
か
し
、
だ
か
ら
と
云
つ
て
我
國
労
働
者
の
平
均
努
賃
率

し
か
し
乍
ら
已
に
金
禁

4
す
る
。

で
は
こ
の
問
題
に
深
く
立
ち
入
っ
て
ゐ
る
わ
け
に
行
か
ぬ
。

臨
時
下
の
使
用
が
旺
ん
と
た
る
に
至
っ
た
が
ゆ
ゑ
に
、
平

最
近
の
低
努
賃
傾
向
も
か
＼
ろ
意
味
に
於
て

こ
の
項
を
終
る
に
臨
み
若
干
こ
の
問
題
に
燭
れ
て
置
く
こ
と



以
上
イ
ン
フ
レ
下
に
於
け
る
努
賃
事
情
を
吟
味
す
る
こ
と
に
よ
り

る
失
業
群
で
な
し
に
、

-＝三八

三

『
見
え
ざ
る
失
業
者
』
群
は
ひ
と
び
と
の
想
像
以
上
に
大
き
い
で
は
な
い
か
と
思
は
れ
る
。

最
近
に
於
け
る
我
國
努
働
者
状
態

こ
の
廂
業
の
活
氣
あ
る
に
拘
は
ら
中
、
官
質
努
賃

は
む
し
ろ
逆
に
低
下
の
一
途
を
辿
つ
て
ゐ
る
、
従
つ
て
所
謂
産
業
の
好
景
氣
も
甚
だ
綾
態
的
で
あ
る
こ
と
を
、

っ
た
。
し
か
し
こ
4

で
取
り
上
げ
た
問
題
は
努
働
者
個
人
嘗
り
の
榮
賃
額
い
か
ん
の
問
題
で
あ
り
、

第

六

巻

吾
々
は
知

就
業
努
働
人
口
や
努

働
者
階
級
の
線
榮
賃
額
の
問
題
に
は
未
だ
這
入
っ
て
ゐ
な
い
。
次
項
に
於
て
問
題
と
し
た
い
と
思
ふ
。

（
つ
ゞ
く
）

第
一
一
賊




